
栽培ガイド /  フォークイエリア

フォークイエリア
Fouquieria
フォークイエリア科 / Fouquieriaceae

砂漠にそびえる棘だらけの枝と、雨のたびに芽吹く小

葉。乾燥に極限適応したフォルムが、世界中の塊根コレ

クターを魅了します。

基本データ

成長期
夏型（主要種）/ 冬成長型
（F. columnaris のみ）

耐寒温度

種差が大きい（F.
splendens: 約−12℃、F.
columnaris: −6〜−7℃は大
株のみ）

日照 日なた（直射を強く好む）

播種適期 4〜6月（夏型種）

発芽日数 数日〜2週間

主原産地
メキシコ〜米南西部の乾燥

地

概要・魅力

フォークイエリア属（Fouquieria）は、フォークイエリア科
（Fouquieriaceae）唯一の属で、北米—メキシコから米南西部
にかけての乾燥地に自生する11種からなります。分類学的には
現行のAPG IVでツツジ目（Ericales）に置かれており、サボテン
とは全く別の系統です。

属の最大の特徴は乾季落葉性（drought-deciduous）と呼ばれ
る習性です。土壌が乾燥すると自ら落葉して水分の蒸散を抑

え、降雨や灌水があると数日〜1週間で急速に再展葉します。葉
のある姿と棘だけの枝の姿という、劇的な変身も見どころのひ

とつです。

コレクターに特に人気が高いのは、次の代表種です。

オコティロ（F. splendens） — 属内で最も耐寒が強く（約
−12℃）、多数の細長い枝の先に赤橙の花穂をつける多茎低
木。最もポピュラーな入門種。

ブージュムツリー（F. columnaris） — 「巨大な逆さまの
ニンジン」と形容される白っぽい柱状の幹が高さ15〜20 m
に達する異形の存在。バハカリフォルニア州の固有種的な希

少種。

ファシクラータ（F. fasciculata） — 直径50 cm を超える球
形〜卵形の塊根に木質枝が伸びるコーデックス種。メキシコ

の絶滅危惧種で、実生由来のコレクション性が非常に高い。

フォルモサ（F. formosa） — 赤い花が美しく、日本の実生
コレクター間でも記録が多い種。

属を貫くもう一つの個性が棘と小葉が共存する独特の質感で

す。棘は葉柄が木化したもので、トゲの基部から雨後に小葉が

束生します。種子（扁平な翼付き）から育てる実生は発芽自体

は難しくありませんが、成長が極めて遅く、ブージュムツリーで

は30 cm の到達に10〜20年かかります。じっくりと長期間向き
合う「超長期コレクション」として、深みのある楽しみ方がで

きる属です。

フォークイエリア属はサボテンと近縁に見えるこ

とがありますが、系統的には全く別目（サボテン

はナデシコ目 Caryophyllales）です。現行分類
（APG IV）ではツツジ目（Ericales）に含まれま
す。

置き場所

全種が強光を必須とする植物です。日照不足は徒長の直接原因

になり、細く弱い茎が後々の株姿を崩します。1日6時間以上の
直射日光が当たる場所を基本の置き場としてください。

春〜秋（夏型種の生育期）

戸外の日当たりのよい場所で管理します。日本の真夏（35℃超）
の急激な強光では実生苗や移動直後の株が葉焼けすることがあ

ります。季節の変わり目には光に徐々に慣らす（光順化）こと

を意識してください。屋外で風通しを確保し、蒸れを防ぎま

す。

冬（夏型種の休眠期）

気温が10℃を下回る前に室内の日当たりのよい場所へ取り込み
ます。サーキュレーターで空気を動かし、室内の停滞した湿気

を防いでください。エアコンの直風は乾燥しすぎるため避けま

す。

ブージュムツリー（F. columnaris）の置き場
所—逆季節型
ブージュムツリーは冬（9月〜4月）が成長期、夏（5〜9月頃）
が休眠期です。他の種とは管理の季節が逆になります。
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冬（成長期）：室内の日当たりを確保した場所が主な管理場

所。LEDなどの補光も有効です。
夏（休眠期）：直射を避けた涼しめの室内か、遮光した屋外

で管理します。この時期の過湿が最大の失敗原因です。

実生1〜2年目の苗は成株より光に敏感です。最初
は明るい半日陰から始め、数週間かけて直射に慣

らしていきましょう。

水やり

フォークイエリアの水やりで最も重要なのは、種ごとの成長期

に合わせて季節を切り替えることです。夏型種とブージュムツリ

ーでは水やりの季節が逆になるため、混植や混同は枯死につな

がる重大な誤りです。

夏型種（F. splendens・F. fasciculata・F.
purpusii・F. formosa 等）
生育期（春〜秋）は用土が完全に乾いてからたっぷり与えま

す。月1〜2回が目安ですが、気温・鉢サイズ・置き場所によっ
て乾き方が変わるため、土の乾き具合で判断してください。休

眠期（秋〜冬）は大幅に水を減らし、月1回程度か断水気味にし
ます。ただし完全断水すると細根が枯れるため、月1〜2回ごく
少量を与える方が安全です。

ブージュムツリー（F. columnaris）—逆季節
型

成長期（秋〜春、特に9月〜4月）は用土が乾いたら灌水しま
す。休眠期（夏、5〜9月頃）は厳しく断水か最小限に控えま
す。夏の過湿がブージュム枯死の最多原因です。涼しい室内での

休眠管理中は、月1回以下のごく少量にとどめてください。

乾季落葉への対処—「落葉＝枯死」ではない
乾燥や低温で葉が落ちるのはフォークイエリアの正常な反応で

す。茎が緑色でしなやかな状態であれば生きている証拠で、水

を与えると数日〜1週間で再展葉します。

危険なのは「枯れた」と誤解して水を過剰に与えることです。根

腐れを引き起こします。判断基準は茎の色と硬さです。茎が褐

色〜黒色になり、ふにゃふにゃに軟化した場合は腐敗の疑いが

あります。

肥料について

生育期に月1回、薄めの液体肥料を少量施す程度で十分です。多
肥は幹が細く葉が大きくなるアンバランスな姿を招きます。肥

料で成長を「急かす」のは逆効果です。

フォークイエリアは自生地で年間降水量が125
mm 以下の極乾燥地に育ちます。「迷ったらもう数
日待つ」くらいの控えめな水管理が、長期的な健

康につながります。

用土・植替え

フォークイエリアには排水性を最優先した用土が必要です。コ

ーデックス部（幹や塊根の基部）が湿った状態に長く置かれる

と急速に腐敗します。市販のサボテン・多肉植物用土をベース

にする場合でも、さらにパーライトや軽石を2〜3割増量するこ
とをおすすめします。

用土の配合例

国内栽培者の実績配合：赤玉土（小粒）：軽石：パーライト

＝1：1：1

別配合例：ゴールデン培養土：赤玉土：桐生砂＝1：1：1
英語圏で推奨される配合：粗砂またはパーライト 50%＋ピ
ートモスまたは軽石 50%

鉢内の通気を確保し、受け皿に水が溜まった状態を作らないこ

とが前提条件です。

植替えの注意点—直根性に注意
フォークイエリアは深く伸びる直根（タップルート）を持ちま

す。この直根を傷つけると回復に長期間かかるか、株が著しく

弱ります（栽培者の経験情報に基づく情報で、学術的な裏付け

は限られます）。

植替えは必要最小限にとどめ、根をできるだけ傷めないよう

丁寧に行います。

深鉢の使用が推奨されます。直根の成長スペースが最終的な

株の大きさに影響します。

適期は春〜初夏（夏型種）。植替え後は数日〜1週間ほど水
を控えて発根を助けます。

頻度は1〜2年に1回を目安にしますが、幼苗は成長が遅く根
詰まりの確認後に行うのが実際的です。

日本の梅雨〜高温多湿の環境は根腐れリスクが高く、地植えよ

り鉢植えで管理する方が安全です。

発芽のさせ方

フォークイエリアは種子からの実生が主な繁殖方法です。特

にブージュムツリーは挿し木ができず実生のみが繁殖手段

で、他の塊根種でも実生の方が塊根の発達が期待できます。

発芽自体はそれほど難しくありませんが、その後の成長が非

常に遅い点を念頭に置いて臨みましょう。

播種の適期

夏型種（F. splendens・F. fasciculata・F. formosa 等）は気
温が安定して20℃を超える4〜6月（春〜初夏）が適期です。
十分な暖期が残る時期に播くと、最初の冬前にある程度苗を

育てられます。

発芽のステップ

1. 種子の前処理（吸水・消毒）：播種前に30℃程度の温水に
12〜24時間浸水させると発芽の均一性が上がります。殺
菌剤（ベンレートやダコニールの希釈液）に浸ける方法

もカビ予防に有効です。
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2. 用土を準備する：新しい細粒の種まき用土（赤玉細粒＋
バーミキュライト＝1：1 など排水性のあるもの）を使い
ます。古土は雑菌・カビのリスクがあるため避けます。

3. 播種する：フォークイエリアの種子は扁平で翼を持ちま
す。表面に平置きするか、尖り側を下向きにして浅く埋

めます。深く埋めると発芽しないことがあります。

4. 覆土はしない：種子が隠れる程度の覆土は不要です。表
面播きが基本です。

5. 湿度・温度を保つ：ラップや透明な蓋で密閉し、湿度を
高く保ちます。発芽適温は22〜28℃です。強い直射は蒸
れの原因になるため、明るい間接光か室内の明るい場所

に置きます。腰水（浅い水を張ったトレーに容器を置く）

と霧吹き＋密閉の組み合わせが効果的な例として報告さ

れています。

6. 発芽を待つ：条件が整えば数日〜2週間が目安です。日本
の栽培者の記録では「3〜4日でポツポツ発根・発芽開始」
という例もありますが、温度・種・種子の鮮度によって

大きく変わります。1ヶ月ほど様子を見続ける気持ちで待
ちましょう。

7. 発芽後の管理：芽が揃ってきたら徐々に蓋を開けて通気
を確保し、蒸れを防ぎます。急に蓋を外すと乾燥で苗が

傷むため段階的に。直射日光には徐々に慣らしてくださ

い。腰水を継続しながら徐々に通常の水やりへ移行しま

す。

8. 実生1年目の冬越し：実生苗は最初の冬が最も弱い時期で
す。夏型種の苗は最低10℃以上を確保した室内で越冬さ
せます。低温への露出は短期間のみに留めてください。

フォークイエリアは成長が非常に遅い植物で

す。特にブージュムツリーでは実生から30 cm
の到達に10〜20年かかります。「なかなか大きく
ならない」と焦って肥料や水を増やすと、徒

長・腐敗を招きます。1〜2年目の苗は非常に細
く頼りなく見えますが、それが正常な姿です。

病害虫・トラブル

フォークイエリアのトラブルの大半は、水管理のミスに起因し

ます。特に種ごとの成長期を誤解した水やりが最も多い失敗パ

ターンです。早めの発見と対処が回復の鍵です。

よくあるトラブル

根腐れ（最多の失敗原因）：過湿・排水不良が主因。コーデ

ックス部が湿った土に長期間接触すると急速に腐敗が進みま

す。特にブージュムツリーの夏（休眠期）の水やりが致命的

な例が多く報告されています。症状は茎・幹基部のふにゃふ

にゃな軟化、褐色〜黒色への変色、悪臭。発見が遅れると回

復困難なため、早期発見が重要です。

「落葉＝枯死」の誤解からくる過剰灌水：乾燥または冬の休

眠で落葉するのは正常です。茎が緑色で硬い場合は生きてお

り、水を与えると数日〜1週間で再展葉します。「枯れた」と
誤解して過剰灌水し、根腐れを誘発するパターンが多いた

め、まず茎の色と硬さで生死を判断してください。

徒長：日照不足と水・肥料の過多が原因。光が多いほど充実

した株に育つため、室内栽培では特に徒長が起きやすいで

す。徒長すると茎が細く弱くなり、本来の姿が崩れます。可

能な限り屋外の日なたで管理しましょう。

害虫

カイガラムシ：トゲの付け根や葉の付け根など隠れた場所に

白い綿状の付着物として発生します。歯ブラシや綿棒で物理

除去するか、消毒用エタノールを綿棒に付けて除去します。

殺虫剤（マシン油乳剤、オルトラン等）の希釈スプレーも有

効です。

アブラムシ・ハダニ：新葉・新芽に発生しやすいです。水で

洗い流すか、殺虫石鹸（インセクティサイドソープ）で対処

します。薬剤を使う場合は作用機構の異なるものでローテー

ションすると耐性がつきにくくなります。

その他のトラブル

葉焼け：実生苗や移動直後の株を強光に急に当てると葉が白

く焼けます。特に梅雨明け後の急激な日差し増加に注意し、

徐々に光順化させてください。

強風によるダメージ：ブージュムツリーは細い枝が強風で折

れやすいです。屋外栽培では風よけのある場所に設置しま

す。

成長の遅さへの誤解：フォークイエリアは全般に成長が遅

く、焦って肥料を増やしたり水を多めにしたりすると徒長・

根腐れを招きます。ブージュムツリーでは10年以上の長期視
野が必要です。「待つ」ことが最良の管理です。

多くのトラブルの根本は「水のやりすぎ（特に種

の休眠期）」「日照不足」「急な強光」です。種ごと

の成長期を把握し、乾かし気味・風通しよく・光

をしっかり確保することで、失敗の大半を防げま

す。

🖊️ 栽培メモ

フォークイエリアの種子を探す
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